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 岩手大学人文社会科学部の学芸員養成講座「博物館実習」において「実測図作製実習」を取り入れたのは、１９８８年

のことであった。残念ながら初年度の実測図は各自持ち帰る形をとったため、受講学生の人数と共に詳細が不明である。

翌年からは記録保存できる実測図の価値を活かすために、「実測図集」という形で後世への情報伝達を目指す事にした。 

 Ｂ４版の「実測図集」は第１集から第２２集まで、その後はＡ４版の「博物館実習一年のあゆみ」の中に２３集から本

年度発行の２６集までを収録している。初年度の人数は不明だが、「実測図集」の第１集から第２６集までに収録された実

測図は１０5０点余、学生の参加数はおおよそ９９０人余という結果である。初年度を入れると１０００人以上の学生が実

測図を作製したことになり、驚きを覚える。 

 「実測図集」の内訳は次の通りである。第１集～第３集は九戸郡山形村の「長内三蔵コレクション」。第４集～第５集は

久慈市山根町端神「岩泉家資料」。第６集～第１０集は九戸郡山形村小国「内間木家資料」。第１１集～第１２集は九戸郡

山形村日野沢「野場家資料」・「三上家資料」。第１３集は青森県三戸郡三戸町蛇沼「山瀬家資料」。第１４集～第１８集は

岩手郡滝沢村滝沢字土沢「駿河家資料」。第１９集～第２２集は西和賀郡西和賀町細内「小田島家資料」。第２３集～第２

６集は岩手郡滝沢村教育委員会所蔵有形民俗資料である。 

 これらの仕事は、幸い聡明なジャーナリストの目にとまり、朝日新聞の「天声人語」に取り上げられた(18 頁参照)。１

９９０年１月１５日は、ずばり「実測図集」で。１９９４年９月１５日には『岩泉市太郎翁の技術』が取り上げられた。

更に実測図とは関係ないが、名久井文明講師が岩手県立博物館で手がけた「北国の樹皮文化展」を、天声人語子が直々に

見学され、１９９１年１０月２７日の「天声人語」に取り上げている。「北国の樹皮文化展」の素案は、皆さんが取り組ん

だ「企画展の立案」の際に活用したものである。「ごみ、がらくた」と言われ続けた文化財の価値に気づいてしまった人間

が、その価値の掘り起こしに尽力するのは当たり前のことではあるが、周囲の理解の無さにへこたれる事もしばしばあっ

た。そうした状況の中で、ジャーナリストの冷静な視線に私達は大きく励まされた。合計３回取り上げられたことになる

が、その出来事は、当時の私たちに、まだ日本も捨てたものではないかもしれない…と、かすかな希望を感じさせてくれ

た。 

 本来文化財の保護保存は、その分野に関係なく文化財行政の役割であると認識している。しかし現状は埋蔵文化財以外は心許ない状態におかれている。有形民俗

文化財は「国民の生活の推移を理解するため欠かせないもの」として、文化財保護法の中で規定されているにもかかわらず、多くの自治体で厄介者扱いされている。

しかしそれらは、文化財保護法により保護の対象となる文化財である。行政の中に保管されていれば、よもや捨てられる事はないだろうとの考えから、私達の調査

は「もの」を作り使った事のある人が「もの」と共に存在しており、なおかつ行政の手が行き届いていない資料を救う事を急務として取り組んできた。幸い「もの」

の情報を保有しておられる方と出会うことができ、北上山地の生活に関わる聞き取り調査はかろうじて間に合った。しかし平成 20年頃になると、実際に「もの」と

生活を共にされた方々は彼岸に旅立たれ、「もの」に関わる生の情報を採集することが困難になり、実習の方向を変えざるを得なくなっていった。それまでの２０年
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間は、御高齢者の命と競走するような日々が続き、他を省みる余裕は全くなかった。いずれ３０年以上前に「大事な世界

が打ち捨てられている…縄紋時代から続く智恵や技術を受け継いだ生き証人がまだ御存命のうちに、できる限りの情報を

記録しておかなければ、貴重な情報が永遠に消え去ってしまうのは自明の事実だ」と気づいて走りはじめた。その道程は

遠く、そして厳しいものがあった。しかし 30 年余の歳月を経た現在、その折々の道に顔をのぞかせる思い出は、ずっし

りと重みがあり、私の人生を豊かにしてくれた。「気づいてしまった者の責任」を一応果たし終えたのではないかと、今

は思うことができるようになった。 

 研究者が得た成果は社会へ還元しなければならない。私達は記録したものをどう確実に未来へ伝えればいいのかという

課題を抱えた。そこで選択した方法は情報を書籍に換えて国会図書館に納めるというものである。２冊の本を納めるのが

義務であれば、少なくとも国会図書館の倉庫の中で情報が保管され、未来へと伝達される筈である。また全国にちらばっ

た書籍がどこかでかろうじて生き続けてくれれば、一箇所に限定して保管するよりも安全だと考えた。その結果として「長

内三蔵コレクション」は『若者たちと民具』に、「岩泉家資料」は『九十歳岩泉市太郎の技術』に、「内間木家資料」は『山

と生きる』に、「駿河家資料」は『ものから見た駿河家の暮らし』(滝沢村調査報告書第三十五集)として実を結んだ。立場上、研究費がどこからか出るという状態に

は無いため、『ものから見た駿河家の暮らし』以外の本は私費で発行してきたが、購入していただくという形で多くの

理解者に支えられた。 

 文化財の記録は「過去から未来への掛け橋」となるものだと考えている。「塵も積もれば山となる」という言い方が

あるが、この仕事は、脇目も振らず愚直にこつこつとやることの意味を私に教えてくれたように思う。働いては本に

費やすという日々ではあったが、山の中で哲学者のように生きておられた大先輩たちとの出会い、そして、きらきら

と真摯に「もの」と取り組んでくれた千人余の学生たちとの出会いは、この仕事を継続する原動力となりうるもので

あった。今しみじみとした喜びを感じている。 

 「実測図集」は本号をもって終了します。全てには始まりがあり、終わりがありますが、清々しい気持ちでこの時

を迎える事ができることを感謝します。皆さんのこれからの人生が幸い多きものであるようにと願ってやみません。

どうか理念のある生き方をして下さい。 

 それでは皆さん お元気で！ 

(2013年 10月 31日)  

『九十歳岩泉市太郎の技術』 

『若者たちと民具』 

『山と生きる』 

『ものから見た駿河家の暮らし』 

(滝沢村調査報告書第三十五集) 



 

 


